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複数複数複数複数のののの超音波振動超音波振動超音波振動超音波振動をををを利用利用利用利用したしたしたした溶接残留応力溶接残留応力溶接残留応力溶接残留応力のののの低減低減低減低減にににに関関関関するするするする研究研究研究研究    

研究目的研究目的研究目的研究目的    
溶接溶接溶接溶接はははは多多多多くのくのくのくの構造物構造物構造物構造物にににに用用用用いられているいられているいられているいられている接合法接合法接合法接合法

であるであるであるである。。。。表面表面表面表面にににに生生生生じるじるじるじる引張残留応力引張残留応力引張残留応力引張残留応力はははは部材部材部材部材のののの疲労疲労疲労疲労
強度強度強度強度などになどになどになどに悪影響悪影響悪影響悪影響をををを及及及及ぼすぼすぼすぼす。。。。引張残留応力引張残留応力引張残留応力引張残留応力をををを低減低減低減低減
するするするする方法方法方法方法としてとしてとしてとして熱処理熱処理熱処理熱処理やショットピーニングがやショットピーニングがやショットピーニングがやショットピーニングが
実用化実用化実用化実用化されているがされているがされているがされているが、、、、特殊特殊特殊特殊なななな装置装置装置装置がががが必要必要必要必要でででで時間時間時間時間がががが
かかるかかるかかるかかる。。。。本研究本研究本研究本研究ではではではでは、、、、複数複数複数複数のののの超音波振動超音波振動超音波振動超音波振動をををを加加加加えるえるえるえる
ことによりことによりことによりことにより、、、、引張残留応力引張残留応力引張残留応力引張残留応力をををを低減低減低減低減するするするする方法方法方法方法をををを提案提案提案提案
しししし、、、、そのそのそのその有効性有効性有効性有効性をををを明明明明らかにするらかにするらかにするらかにする。。。。    

研究手順研究手順研究手順研究手順    
１１１１．．．．実験装置製作実験装置製作実験装置製作実験装置製作、、、、試験片作成試験片作成試験片作成試験片作成    
２２２２．．．．複数複数複数複数のののの超音波振動超音波振動超音波振動超音波振動をををを用用用用いたいたいたいた振動伝達測定振動伝達測定振動伝達測定振動伝達測定およびおよびおよびおよび溶溶溶溶
接実験接実験接実験接実験    
３３３３．．．．超音波振動超音波振動超音波振動超音波振動をををを用用用用いたいたいたいた残留応力低減残留応力低減残留応力低減残留応力低減のののの理論解析理論解析理論解析理論解析    

期待期待期待期待されるされるされるされる成果成果成果成果    
ひとつのひとつのひとつのひとつの超音波振動発生装置超音波振動発生装置超音波振動発生装置超音波振動発生装置ではではではでは振動振動振動振動のののの振幅振幅振幅振幅のののの大大大大きききき

さにさにさにさに限界限界限界限界があるがあるがあるがある。。。。そのためにそのためにそのためにそのために、、、、複数複数複数複数のののの超音波振動超音波振動超音波振動超音波振動をををを用用用用
いていていていて振動振動振動振動をををを大大大大きくきくきくきくしししし、、、、さらにさらにさらにさらに残留応力残留応力残留応力残留応力をををを低減低減低減低減することすることすることすること
をををを考考考考えたえたえたえた。。。。このこのこのこの方法方法方法方法はたとえばはたとえばはたとえばはたとえば金型金型金型金型のののの補修溶接補修溶接補修溶接補修溶接にににに応用応用応用応用
することができるすることができるすることができるすることができる。。。。金型金型金型金型のののの補修補修補修補修にはにはにはには溶接溶接溶接溶接がががが用用用用いられるいられるいられるいられる
ことがことがことがことが多多多多くくくく、、、、溶接部溶接部溶接部溶接部からからからから亀裂亀裂亀裂亀裂がががが入入入入ることをることをることをることを防防防防ぎぎぎぎ、、、、金型金型金型金型
のののの寿命寿命寿命寿命をををを延延延延ばすことができるばすことができるばすことができるばすことができる。。。。    

これまでのこれまでのこれまでのこれまでの研究研究研究研究    
ブロックブロックブロックブロック材材材材にひとつのにひとつのにひとつのにひとつの超音波振動超音波振動超音波振動超音波振動

をををを加加加加えながらえながらえながらえながら溶接溶接溶接溶接することによっすることによっすることによっすることによっ
てててて、、、、下下下下のののの図図図図にににに示示示示すようにすようにすようにすように引張残留応引張残留応引張残留応引張残留応
力力力力がががが低減低減低減低減されることをされることをされることをされることを明明明明らかにしらかにしらかにしらかにし
たたたた。。。。このこのこのこの研究成果研究成果研究成果研究成果をををを応用応用応用応用するするするする。。。。    
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150mm150mm150mm150mm のののの長長長長さにわたりさにわたりさにわたりさにわたり溶接溶接溶接溶接したしたしたした場合場合場合場合
のビードのビードのビードのビード上上上上でででで測定測定測定測定したしたしたした残留応力残留応力残留応力残留応力のののの例例例例    


